
児童生徒の多様な特性に応じた
合理的配慮研究事業リーフレット

学校間連携の充実のために
～切れ目ない支援の充実を目指して～

特別な支援が必要な子供にとって，特に就学や進学時の移行期

は，心身共に負担が大きくなることが考えられます。就学先，進
学先の新たな学びの場でのスタートをスムーズに切るためには，
それまでの支援を継続することが大切で，学校間における連携が
必要となります。
このリーフレットでは，幼稚園・保育所等と小学校等，小学校

等と中学校等，中学校等と高等学校等のそれぞれの移行期におけ
る学校間連携のモデルを紹介しています。各学校（園）において，
年間を通して学校間の連携を図っていきましょう。

令 和 ３ 年 ３ 月
鹿 児 島 県 教 育 委 員 会



学校間連携のモデル

１ 幼稚園・保育所等 ⇔ 小学校等

こんな機会を設定している学校があります。

■ 幼・保・小連絡会 ５～６月（１回目）

■ 夏季情報交換会（就学前関係機関）
特別支援学校主催の連絡会と兼ねる。

■ 就学時健康診断（１１月） 希望者個人面談

■ 一日体験入学（２月） 希望者個人面談

■ 幼・保・小連絡会 ２月（２回目）

■ 通級指導教室・特別支援学級見学（随時）

■ 教育相談（随時）

２ 小学校等 ⇔ 中学校等

就学前機関と小学校との連絡会
（ 内 容 ）
・ 1年生の授業参観
・ 現在の姿の情報交換

※ 引き継いで終わりにしない取組

小学校の職員が，小学校区の幼稚

園・保育所・児童発達支援事業所を訪
問し，保育参観及び情報交換を行いま
す。入学までの幼稚園・保育所等と小
学校との連携内容の確認にもなります。

就学前機関と小学校との連絡会
（ 内 容 ）
・ 支援が必要な幼児についての
引継ぎ

※ 入学に当たっての配慮事項や
授業中に想定される心配等につ
いて情報交換します。

中学校へのスムーズな移行に向けて，特別
支援学級在籍児童だけでなく，通常の学級に
在籍している児童についても支援を行っている
場合，引継ぎを行うことが大切です。
スムーズな引継ぎにおいては，小学校での継

続した支援等の検討があることが前提になりま
す。

ある学校での取組を紹介します。

■ 小・中連携研修会の特別支援教育分科会
での協議，情報交換（５月）

■ 中学校との連絡会（６月）

■ 中学校との連絡会（２月）

■ 新入生保護者や生徒との教育相談（３月）

■ 特別支援学級の見学（随時）

■ 教育相談（随時）

中学校区を単位として開催。
（ 内 容 ）
・ 授業参観
・ 特別支援教育部会での協議

※ 授業参観を通して，お互いの校
種の理解を促します。

※ 部会では，児童生徒の実態等
や各学校での取組状況の情報交
換及び共通実践事項の設定等を
行います。

（ 内 容 ）
・ 特別支援学級での体験学習の
打合せ
・ 中学校の特別支援教育コー
ディネーターによる入学予定の本
人及び保護者との教育相談の設
定

（ 内 容 ）

・ 支援が必要な生徒についての
引継ぎ
・ ３月の教育相談の事前打合せ
→ ３月の教育相談に生かします。

移行期ごとの学
校間連携のモデル
を御紹介します。



入学者選抜における合理的配慮の提供が必
要な生徒については，中学校と高等学校間で
入学者選抜前に情報連携を図ることが必要と
なります。
入学者選抜での合理的配慮の提供が必要な

い生徒については，合格が決まってからの引き
継ぎとなるケースがほとんどです。
期間は短いですが，合格者集合から入学式

までの間の引継ぎが必要となりますので，中学
校と高等学校双方が積極的な姿勢で取り組む
ことが重要なポイントとなります。

ある学校，地区での取組を紹介します。

■ 合格者集合時の「引継ぎ及び教育相談の
希望アンケート」実施（３月）

■ ○○地区中・高支援に関する引継ぎ会
（３月）

■ 高等学校による中学校訪問（３月～４月）

■ 新入生保護者や生徒との教育相談
（３月～４月）

■ 中・高連絡会（６月）

■ ○○地区中・高情報交換会（８月）
○○地区夏季研修会（８月）

■ 高等学校体験入学（８月）

学校間連携のモデル

３ 中学校等 ⇔ 高等学校等

全ての合格者を対象に，中学校と
の引継ぎを希望するか，入学式前
に高等学校との教育相談を希望す
るかについてアンケートを実施。
※ 学校によっては，「本校におけ
る合理的配慮の提供について」と
いうプリントを配布し，説明した上
で，本人・保護者が希望した場合，
「合理的配慮提供書」による申し
出を受け付けている高等学校も
あります。

特別支援学校と高等学校が主催
し，合格者集合時に希望のあった生
徒について，中学校と高等学校が
情報交換を行う場。
地区内の全ての中学校と高等学

校の職員が参加します。引継ぎが
必要な生徒についての概要を把
握することができます。

入学予定者の在籍する中学校を

高等学校の職員が訪問し，具体的
な状態像や支援方法等の確認，引
継ぎを行います。
※ 高等学校の生活で想定される課
題を念頭に，具体的に協議してい
くことが大切です。

特別支援学校が主催して行ってい
る会です。地区内の全ての中学校と
高等学校が参加して，新１年生の高
等学校での適応状況について，確
認し合ったり，来年度希望している
生徒やお互いの支援体制等につい
ての情報交換を行ったりしています。

高等学校では，「入学

前にいかに情報を集めて
対応を考えるか」が大切
なんです。

中学校から引継ぎを受

けて，うまくいかなかった
ケースはないんです。

環境が変わるので，い

かに失敗させないかを大
切に対応しています。

トラブルがあったときに，生徒の

特性等を事前に知っていて対応す
るのと，知らないまま対応するのと
では，その後の生徒の適応状況は
全然違うんです。

連携が必要な機関とは，積極
的につながろうというのが学校
のスタンスです。

高等学校の先生から聞
いた言葉として・・・

将来の生徒の幸せのために，必要な情報については，
積極的に高等学校に引き継ぎましょう！！



学校間連携に係るＱ＆Ａ

どのような幼児児童生徒について，引継ぎが必要だと考えればよいで
すか？

以下の場合には，引継ぎが必要です。
(1) 幼稚園・保育所等，小学校及び中学校並びに義務教育学校
○ 特別支援教育支援員による配慮や支援を受けている幼児児
童生徒

○ 通常の学級において担任若しくは教科担任等の配慮や支援
を受けている幼児児童生徒

(2) 小学校及び中学校並びに義務教育学校
(1)の児童生徒に加えて，下記に該当する児童生徒について
は特に十分な引継ぎを行うこと。
○ 特別支援学級に在籍する児童生徒
○ 通級による指導を受けている児童生徒
○ 中学校又は高等学校の受検の際に，合理的配慮の提供を求
め，実際に提供を受ける児童生徒

引継ぎの際，どのようなことに留意すればよいですか？

引継ぎを受けた場合は，以下のことに留意しましょう。
○ 引継ぎについては，可能な限り入学までの間に行うこと。
○ 個別の教育支援計画及び移行支援シートを引継ぎ資料とし
て用いる場合，保護者の了承を得ることが原則であることか
ら，引継ぎに係る保護者への理解・啓発を計画的に行うこと。

〇 引継ぎを受けた全ての学校は，教職員の共通理解を確実に
行い，校内支援委員会等で支援内容・方法等について検討を
行うとともに，個別の教育支援計画及び個別の指導計画を作
成し，指導及び支援の充実を図ること。

〇 高等学校においては，卒業後の進学先，就職先と連携を図
り，移行支援シートや就職支援シート等を活用した引継ぎに
努めること。

〇 特別支援学校においては，より一層の引継ぎに努めるとと
もに，特別支援学校のセンター的機能を発揮し，地域の学校
間の連携を積極的に支援すること。

令和２年12月24日付け鹿教義第652号「移行期における学校間連携の充実について（通知）」
から



引継ぎのためのツール

個別の教育支援計画

○ 支援を必要とする幼児児童生徒について，
乳幼児時期から学校卒業後までの一貫した長
期的な計画を学校が中心となって作成。
○ 作成に当たっては関係機関との連携が必要。
○ 保護者の参画や意見等を聴くことも必要。

個別の指導計画

○ 幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズに対
応して，指導目標や指導内容・方法等を記載し
た指導計画。
○ 「指導の記録」として確実に引き継ぐことが必
要。

移行支援シート（県教委作成）

○ 必要な情報をコンパクトにまとめ，就学・進学
先へ引継ぎ，継続した支援が提供されるよう作
成・活用するもの。
○ 保護者が，細かい説明をしなくても，就学・進
学後の児童生徒の支援についての必要な情報
が伝わり，保護者も本人も安心して就学・進学す
ることができる。

相談支援ファイル（市町村作成）

○ 市町村によっては，生育歴や相談歴など，各
ライフステージの支援等について，記入したり必
要な情報をファイリングしたりすることができる
ファイルを作成している。
（例）
鹿児島市 「夢 すこやか ファイル」
西之表市 「よろーてファイル」

鹿児島市
「夢 すこやか ファイル」

西之表市
「よろーてファイル」

県教委（ホームページからダウンロード可）
「移行支援シート」

就職支援シート（県教委作成）

○ 支援が必要な生徒が，就職先でも継続して
支援が受けられるよう，必要な支援内容等を
就職先に伝えるためのもの。

○ 生徒の自己理解を深めるための「自分の得
意・不得意 気付きシート」，自分の力を発
揮できるように生徒自身が必要な支援をまと
める「サポートシート」と併せて活用できま
す。

県教委（ホームページから
ダウンロード可）
「就職支援シート」

「個別の教育支
援計画」，「個別
の指導 計画 」，
「移 行 支 援 シ ー
ト」等を活用しな
がら,確実に引き継
ぐことが大切です。

就学・進学先で
は,引き継いだ情
報を基に,「個別
の教育支援計画」
や「個別の指導計
画」を新たに作成
することになりま
す。

どのような方法で，誰
に引き継ぐかについて，
事前に担当者間（特別支
援教育コーディネーター
等）で確認しておきま
しょう。



学校間連携に係る参考資料
県教育委員会では，下記のような学校間連携に係るリーフレットをこれま

でにも作成していますので，御活用ください。

「中学校の支援を引き継ぐ!!安
心で充実した学校生活のために」

（平成31年３月）

「特別な支援が必要な児童生徒の
引継ぎの充実に向けて～切れ目な
い支援を実現するために～」

（平成30年３月）

「学校間連携ハンドブック」を御活用ください。
以下の内容が含まれています。

◎ 校（園）内支援体制のモデル
◎ 実態把握の方法
○ 学校間連携のモデル
○ 学校間連携Ｑ＆Ａ
○ 引継ぎのためのツール
◎ 関係機関との連携
◎ 保護者への理解啓発の取組例

本リーフレットは，「学校間連携ハンドブッ
ク」の概要版になります。
（◎はハンドブックのみの掲載）

もっと詳しく！！

こちらのＱＲコードから，県教育委員会が作成した特別支援教育
に関する資料等をダウンロードできます。

【問合せ先】
鹿児島県教育庁義務教育課特別支援教育室
鹿児島市鴨池新町１０番１号 ℡ ０９９－２８６－５２９６

保護者との連携のポイントや
保護者への移行支援シー
トの説明資料を掲載！

中学校と高等学校との学校
間連携に特化して説明！


